
オーディオ実験室収載 

 

                 オーディオチェック(4) 

            －オーディオチェックアナログ (1)－ 

 

１． 始めに 

 前報(3)までのチェックは CD 音源でしたが、下記のような改善も一段落したことから、

今回はアナログ再生でのチェックを実施します。LINN LP-12 の改善経過は次のとお

りです。 

  新規トランスの導入 

    My Sonic Stage 1030 の導入シリーズ 

  新規カートリッジの導入 

    My Sonic Signature Gold の導入シリーズ 

  アナログマジックによる測定と調整 

    アナログマジックの導入(1)シリーズ 

  アームの交換 

    LINN LP-12 の再構成(1) 

サブシャーシとアームボードの交換 

    LINN LP-12 の再構成(1) 

  ターンテーブルシートの交換 

    アナログ関連アクセサリーの試聴(14) 

  フォノケーブルの交換 

    LINN LP-12 の再構成(17) 

  アームのオーバーホール 

    LINN LP-12 の再構成(18) 

  フェーダーの接続変更 

    バランスアナログアキュライザーの導入シリーズ 

新規フォノイコライザーの導入 

    ZANDEN Model 120 の導入シリーズ 

  電源の交換 

    LINN LP-12 の再構成(22) 

  TruPhaseの導入 

    TruPhaseの導入シリーズ 

 

２． オーディオチェックアナログの実施方法 

 アナログの再生経路は次のとおりです。 

http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2018/02/d9f3ed2595484856fce8efbea02852f4.pdf
http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2018/02/d9f3ed2595484856fce8efbea02852f4.pdf
http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2018/07/d5865e015b58d3920d1fba4870432b59.pdf
http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2018/07/d5865e015b58d3920d1fba4870432b59.pdf
http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2019/06/86d43c5654f2413ae89b945c88a7bf12.pdf
http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2019/08/80b0c5967270532c91bc9b647876ad03.pdf
http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2019/08/80b0c5967270532c91bc9b647876ad03.pdf
http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2019/12/88a0a267a58a09a23aa9c9dfe74a8671.pdf
http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2019/12/88a0a267a58a09a23aa9c9dfe74a8671.pdf
http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2020/04/81b8d9d491881b9118e82e0e723ea34b.pdf
http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2020/04/9f8d78b1dbffd81b9d7f498312124e25.pdf
http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2020/08/4420873f852f1929f92067be87265986.pdf
http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2020/10/df6ff689770f18e43d2cdd0135e0938a.pdf
http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2020/10/df6ff689770f18e43d2cdd0135e0938a.pdf
http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2021/02/1eb1ec51f28323211bb3c6cce813b27e.pdf
http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2021/03/9baec85956268b9a98e4f79e94a12535.pdf
http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2021/03/9baec85956268b9a98e4f79e94a12535.pdf


    LINN LP-12→ZANDEN Model 120→TruPhase→Langevin 6V6pp 

 なお、ZANDEN Model 120 の設定は、RIAA、正相、第 4 時定数は High にしてお

きます。次報以降も同様です。 

 使用するチェックシステムは次のものです。 

  JVC 2D101  Checking Audio By Music 

     

 A面 

A1レベル調節とチャンネル・チェック 

A2位相チェックと位相遊び 

A3周波数特性チェック 

A4周波数帯域チェック 

A5クロストーク・チェック 

A6トラッカビリティ・チェック 

A7ワウ・フラッター・チェック 

A8 S / Nチェック 

B面 

B1チェックの確認（シャフトのテーマ） 

B2音場へのアプローチ その 1 部屋が変ると音が変る 

B3音場へのアプローチ その 2 同じ部屋でも条件が変ると音質が変る 

B4ブーミング・チェック 

 

3. オーディオチェックアナログの実施結果  

A1レベル調節とチャンネル・チェックは、L、Rとも接続に問題はありませ

ん。 



A2位相チェックと位相遊びは、正相は正相らしく、逆相は逆相らしく聴こえま

す。また、位相遊びでは、位相がぐるぐる回る様子が分かります。なお、位相

チェックでは、ZANDEN Model 120の設定を正相から逆相にしたところ、正相は

逆相らしく、逆相は正相らしく聴こえます。 

A3周波数特性チェックは、50Hzから 12.8KHzのスイープ信号ですが、多少の

凹凸はあるものの、極端なピーク、ディップはないようです。高域について

は、やはり 10KHz付近から聴こえなくなります。 

A4周波数帯域チェックは、低域の帯域チェックでは、50Hz以下カットおよび

100Hz以下カットとも低域の伸びがなくなることがわかります。高域の帯域チ

ェックでは、8KHz以上カット、12KHz以上カットとも高域の伸びがなくなる

ことがわかります。単純なスイープでは 10KHz付近から聴こえなくなります

が、恐らくは倍音のビートダウンなどで 12KHz以上カットの判断ができるので

はないかと思われます。 

A5クロストーク・チェックは、高域、低域、全帯域とも、マイナス 20dB程度

のクロストークがありそうです。 

A6トラッカビリティ・チェックは、低域はレベル 2の振幅 200μまではなんと

かトレースできているようですが、レベル 3の振幅 300μでは音がビリつく傾

向があります、高域はレベル 3の＋18dBまで問題ないようです。 

A7ワウ・フラッター・チェックは、ワウ・フラッターらしいものは聴こえませ

んが、わざとワウ・フラッターを加えたものは揺れが感じ取れます。 

A8 S / Nチェックは、ゴロらしいものは聴きとれません。 

B1チェックの確認（シャフトのテーマ）は、これまでの結果からの調整の再確

認の音楽信号ですが、問題なく聴けました。試みに ZANDEN Model 120の位相

を変えたり、イコライザーカーブの設定を変えたりしてみましたが、元のまま

で良さそうです。 

B2音場へのアプローチ－その 1 部屋が変ると音が変る－は、無響室、和室、洋

室、残響室などでの録音ですが、かなり音が変化し、もっとも素直な音は和室

でした。 

B3音場へのアプローチ－その 2 同じ部屋でも条件が変ると音質が変る－は、ス

ピーカの設置場所、高さ、壁からの距離、カーテンやじゅうたんなどの効果を

録音していますが、かなり音が変化することがわかります。 

B4ブーミング・チェックは、60Hz から 420Hzまでのスイープ音が入っていま

すが、音の凹凸はありますが、ビリつくようなところはありません。 

 

４．まとめ 

高域の聴力の限界をつきられたところはありますが、スイープでの音の強弱の他、



特に問題を認めれるようなところはありませんでした。 

 

 

 

以上 

 


